
２０２３年度（令和５年度）協働のまちづくり推進事業報告書 

田島東部まちづくり推進委員会 委員長 檀浦 五朗 

  (問合せ先) ０８４－９８６－３５３５（内浦交流館） 

事業内容 

（１）次世代育成・研修事業（地域文化伝承・先進地視察研修）（５月～３月）３３５人 

（２）人権啓発・生涯学習事業（東部文化祭・地域別住民学習・生涯学習）（５月～３月）７６６人 

（３）運動推進事業（ウォーキング大会）（３月４日）２９人 

（４）ふるさと再生事業（水仙の里再生・整備・発信・地域美化活動）（５月～３月）約５，０００人 

（５）地域支援事業（困りごと相談・イベントボランティア）（５月～３月）１０８人 

（６）情報通信事業（ＳＮＳを活用した事業の発信）（５月～３月）１４０人 

（７）まちづくり運営事業（諸会議開催等）（通年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

成 果 

・デジタル化推進に向けて、情報通信事業として「スマホ教室」を展開し、学習を深めることが

できた。 

・東部文化祭の主管を初めて文化祭実行委員会とし、より主体的に取り組むことで、まちづくり

活動の合言葉である「自主・持続・自楽」の３Ｊを実践できた。 

課 題 

・地域の絆が強いゆえに、有償ボランティアという考え方が定着しにくい面がある。 

・少子高齢化や過疎化が進展する中で、ごく一部の人だけが課題意識を持ち取り組んでいる現状

があり、新たな人材の発掘や次世代の育成という面が依然として大きな課題としてある。 

課題解決にむけて 

・ボランティアも利用者も有償ボランティアの考え方を理解し、今後の地域社会を見すえた上で

両者が気軽に取組み、利用できるシステムを模索していきたい。 

・まちづくり活動への興味・関心を高めるための情報通信に努めるとともに、日高村から学んだ

「できる人が、できる時間に、できることを」の精神を広げる活動を粘り強く取り組んでいき

たい。 

・フレイル連続講座を新設し、健康年齢の延伸に取り組んでいきたい。 

 

田島東部まちづくり推進委員会との交流会 



・ 

  

＝集い，楽しんだ８日間＝ １０月２８日（土）～１１月５日（日） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  文化祭の開催主体を初めて有志による実行委員会形式へと変更しました。その狙いは、

ズバリ「やらされる文化祭から、やりたい文化祭」への移行です。 

 田島東部まちづくり推進委員会の合言葉は「自主・持続・自楽」の『３Ｊ』です。田島東

部の歴史を重ねた、この東部文化祭に自分たちが主体となり、やらされることから脱却し

て、自主的・持続的行事への脱皮を図り、おまけとして最後は自分たちが思いっきり楽しん

じゃおうという寸法です。 

 事前、事後の実行委員会を５回開催しました。入念に準備をしたつもりでしたが、まだま

だ反省点はたくさんありました。最後の実行委員会で出された記述式によるアンケートを

見てみると、改善点はたくさんあります。しかし、１年目の改革としては「まずは成功！」

と自己評価しています。 

 次年度からも『３Ｊ』を基礎にした文化祭をめざし、みんなで盛り上げ、手づくりのよさ

を活かした文化祭とし、まちづくりの一助としたいです。 

内浦喫茶サロン・沖喫茶サロン 

健康相談コーナー 


